
(57)【要約】
【課　題】昨今、特に都市部を中心に、不足が叫ばれはじめたマイナスイオン、その発生
のメカニズム並びに発生方法は、学会や特許等によって確立されてきた。しかし、そこで
発生するものを如何に簡便に取り込むかが課題となる。
【解決手段】何処にでもあり、誰でもが取り扱うことが出来る、接着剤や各種テープとマ
イナスイオン常時発生粉体とを組合せ、卑近な製品とすることにより課題を解決する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
自 発 分 極 を 有 す る 鉱 石 の 粉 末 と 電 磁 波 を 有 す る 鉱 石 の 粉 末 を 混 合 し た 粉 体 は マ イ ナ ス イ オ
ン を 発 生 す る 。 そ の 粉 体 を マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 体 と し 、 本 発 明 品 の 構 成 素 材 の ひ と つ と す
る 。
【 請 求 項 ２ 】
ホ ッ ト メ ル ト 接 着 剤 又 は 粘 着 剤 の 場 合 に は 、 粉 体 と 混 錬 し た も の を 従 来 品 に 代 え る 。 テ ー
プ の 場 合 に は 従 来 品 の 様 に 仕 上 げ る 粘 着 面 の 全 面 又 は 一 部 に 連 続 又 は 不 連 続 に 付 着 さ せ 、
従 来 の テ ー プ の 機 能 を 若 し く 低 下 さ せ る こ と な く テ ー プ の 用 に 供 す る こ と の 出 来 る 粘 着 テ
ー プ 。
【 請 求 項 ３ 】
テ ー プ の 場 合 に は 、 従 来 の テ ー プ を 粉 体 ア プ リ ケ ー タ ー と 併 用 し 、 機 械 的 に 塗 布 す る 方 法
も あ る 。
【 請 求 項 ４ 】
接 着 剤 の 場 合 そ の 種 類 と 用 途 に よ り 粒 子 の 径 や 量 を 勘 案 し 混 錬 す る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は ト ル マ リ ン （ 電 気 石 ） を 一 部 使 っ た 、 マ イ ナ ス イ オ ン を 常 時 発 生 す る 粉 体 技 術 を
駆 使 し 、 （ 特 開 平 １ １ － ３ ３ ５ １ ５ ７ 号 報 や 特 開 ２ ０ ０ １ － ５ １ ８ 号 報 や 特 許 第 ３ ３ ０ ６
７ ９ ０ 号 報 ） 新 し い 分 野 へ の 応 用 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る 方 法 と し て 特 許 ３ ３ ０ ６ ７ ９ ０ 号 報 に あ る よ う に 現 在 ４ 種 の
方 法 が あ る 。 本 発 明 で は ト ル マ リ ン を 一 部 使 っ た 粉 体 に よ る 発 生 方 法 を 利 用 し 、 新 分 野 で
あ る 接 着 剤 及 び 粘 着 テ ー プ へ の 応 用 を 考 察 す る も の で あ る 。
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
あ ら ゆ る 場 所 で の マ イ ナ ス イ オ ン の 不 足 が 指 摘 さ れ て い る 昨 今 、 そ の 発 生 方 法 に つ い て は
確 立 さ れ て 来 て い る が 、 そ れ を 身 近 に 、 一 般 的 に 、 か つ 自 然 に 活 用 す る 方 法 が 乏 し い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 す る 粉 体 （ 特 開 ２ ０ ０ １ － ５ １ ８ 号 並 び に 特 許 ３ ３ ０ ６ ７
９ ０ 号 ） を 接 着 剤 や 粘 着 剤 と 混 錬 す る 、 又 は 粉 体 を 各 種 テ ー プ に 付 着 さ せ 現 在 使 用 の テ ー
プ に 代 え て 使 用 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 で は マ イ ナ ス イ オ ン を 安 全 、 廉 価 、 手 軽 に 誰 で も 使 用 出 来 る 方 法 を 考 え る 。 即 ち 形
態 を 変 更 せ ず に 目 的 を 遂 行 し た い 。 建 築 か ら 家 庭 ま で の 幅 広 い 中 で 、 一 案 と し て 、 接 着 剤
と 粘 着 テ ー プ に 思 い 当 る 。 こ れ ら と 前 記 粉 体 と を 組 合 せ る こ と で 本 発 明 の 目 的 を 果 た す こ
と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
接 着 剤 並 び に 粘 着 剤 と は 、 水 系 の エ マ ル ジ ョ ン タ イ プ 、 溶 剤 系 の ソ ル ベ ン ト タ イ プ そ し て
溶 融 系 の ホ ッ ト メ ル ト タ イ プ に 大 別 で き る 。 梱 包 の 自 動 化 用 に は ホ ッ ト メ ル ト が 多 い 。 ホ
ッ ト メ ル ト 製 品 化 の 最 終 段 階 、 即 ち ス テ ィ ッ ク や ペ レ ッ ト に す る 際 に 一 定 比 率 の 粉 体 を 混
錬 し て 固 化 し 製 品 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
粘 着 テ ー プ は 、 そ の 手 軽 さ 利 便 性 か ら 量 ・ 質 ・ 種 類 共 に 全 国 あ ら ゆ る と こ ろ で 利 用 さ れ て
い る 。 例 え ば 、 布 テ ー プ の 場 合 、 粘 着 剤 と 混 錬 す る 粉 体 の 粒 子 を ２ ０ μ ｍ 以 下 に し 、 分 散
を 良 く す る と 違 和 感 な く 従 来 品 と 同 等 に 使 用 出 来 る 。 こ の 様 に 梱 包 、 荷 造 り 用 ま で は 簡 単
に 出 来 る が 、 セ ロ ハ ン テ ー プ に 用 い る 為 に は 、 粒 子 を さ ら に 小 さ く す る 方 が 良 い 、 こ の こ
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と は 、 技 術 的 に は 可 能 だ が 、 し か し コ ス ト 高 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 実 施 の 形 態 】 （ 農 業 の 場 合 ）
従 来 通 り で 果 実 、 野 菜 、 根 菜 類 、 花 な ど 、 外 観 と し て の 出 荷 態 様 は 何 ら 変 化 は な い 。 し か
し 各 箱 に 用 い ら れ て い る 接 着 剤 か ら マ イ ナ ス イ オ ン が 常 時 放 出 さ れ 充 満 さ れ て い る 。 内 容
物 か ら 出 る エ チ レ ン ガ ス な ど で 腐 敗 が は じ ま る が 、 マ イ ナ ス イ オ ン は こ の エ チ レ ン ガ ス を
除 去 し て く れ る 、 鮮 度 保 持 の 原 点 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 実 施 の 形 態 】 （ 建 築 の 場 合 ）
現 代 社 会 、 特 に 都 会 を 中 心 に マ イ ナ ス イ オ ン が 不 足 し て い る と い う 、 学 会 ・ 研 究 会 で も 多
く 取 り 上 げ ら れ る 様 に な っ て 来 た 。 建 築 物 の 内 外 に 数 多 く の 電 気 製 品 や 配 線 が あ り 、 強 弱
多 量 の 電 磁 波 が 充 満 し て 健 康 を 害 す る 様 に な っ た 。 一 方 マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 す る 森 林 は
少 な く な り 、 川 も 整 備 さ れ 又 落 雷 も 避 雷 針 で 地 下 へ す ぐ 誘 導 さ れ マ イ ナ ス イ オ ン は ま す ま
す 不 足 す る 現 代 で あ る 。 そ こ で 本 発 明 の テ ー プ を 目 立 た な い 所 に 貼 る 、 天 井 裏 に 、 壁 の 内
側 に 、 襖 の 内 側 に 、 壁 紙 の 内 側 に 、 床 に 、 結 果 と し て 、 脱 劣 化 、 脱 酸 化 生 活 が 出 来 る 。 天
井 か ら マ イ ナ ス イ オ ン の 降 り 注 ぐ マ イ ホ ー ム 、 劇 場 、 コ ン サ ー ト ホ ー ル な ど 爽 快 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 実 施 の 形 態 】 （ 運 輸 の 場 合 ）
輸 送 の 際 の 積 載 物 に 対 す る 、 温 度 、 振 動 、 過 重 量 、 環 境 な ど 条 件 は 厳 し い も の が あ る 、 ス
ト レ ス が た ま り 、 そ の 結 果 、 い た む 、 酸 化 す る な ど の 劣 化 は プ ラ ス イ オ ン の 影 響 と 考 え る
こ と が 出 来 る 。 そ こ で 車 輌 内 部 に 本 発 明 の テ ー プ を 内 張 り と し て 直 接 又 は 間 接 に 用 い て お
く と 、 マ イ ナ ス イ オ ン の 作 用 で 劣 化 は 最 小 限 に 抑 え る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 実 施 の 形 態 】 （ 動 植 物 の 育 成 、 脱 臭 、 健 康 管 理 の 場 合 ）
発 芽 、 育 苗 、 成 長 、 結 実 、 収 穫 、 味 覚 、 脱 臭 、 肉 質 、 い ら い ら 、 喧 嘩 に よ る 傷 、 孵 化 率 、
死 亡 率 、 す べ て マ イ ナ ス イ オ ン が キ ー ワ ー ド に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 水 や 放 電 を 利 用 せ ず に 、 必 要 と す る 適 正 な 電 磁 波 の で る 粉 末 と ト ル マ リ ン の 粉 末
を 混 合 さ せ ， 粉 体 と し 、 こ れ を 用 い て 、 半 永 久 的 に 、 マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ 。 そ の 上
、 個 々 の 計 算 に 基 い て 、 簡 単 に 必 要 と さ れ る 量 を 、 い と も 容 易 な 方 法 で 入 手 し 、 接 着 剤 や
粘 着 テ ー プ と い っ た 簡 便 な 方 法 で 利 用 で き る 結 果 と な り 確 実 な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 ホ ッ ト メ ル ト 接 着 剤 （ ３ ） と 粉 体 （ １ ， ２ ） と が 混 錬 分 散 さ れ 、 ス テ ッ ク 状 又 は
ペ レ ッ ト 状 に な っ た 概 念 図
【 図 ２ 】 巻 き テ ー プ （ ４ ） の 粘 着 剤 （ ５ ） と 粉 体 （ １ ， ２ ） と が 混 錬 分 散 さ れ 、 テ ー プ 材
（ ７ ） に 塗 布 さ れ た 状 態
【 図 ３ 】 テ ー プ 材 （ ７ ） に 接 着 剤 （ ６ ） で 粉 体 （ １ ， ２ ） を 分 散 固 定 し て あ る 部 分 の 前 後
の 粘 着 部 （ ５ ） で 固 定 す る
【 図 ４ 】 テ ー プ 材 の 両 端 に 粘 着 剤 （ ５ ） を 塗 布 し 中 心 部 に は 塗 布 さ れ た 接 着 剤 （ ６ ） に 粉
体 （ １ ， ２ ） を 分 散 固 定 し 、 テ ー プ の 厚 み を 均 一 化 し た も の
【 図 ５ 】 従 来 の 粘 着 テ ー プ を 、 粉 体 ア プ リ ケ ー タ ー に セ ッ ト し て 用 い る と 、 引 き 出 さ れ た
テ ー プ に は 機 械 的 に 断 続 的 に 、 粉 体 （ １ ， ２ ） が テ ー プ の 粘 着 部 （ ８ ） に 付 着 さ れ る
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ト ル マ リ ン の 粉 末
２ 　 電 磁 波 を 有 す る 鉱 石 の 粉 末
３ 　 ホ ッ ト メ ル ト
４ 　 巻 き テ ー プ
５ 　 粘 着 剤
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６ 　 接 着 剤
７ 　 テ ー プ 材
８ 　 粘 着 面 の 一 部 分

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(4) JP 2004-277686 A 2004.10.7


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

